
ごみを運ばず、燃やさず、資源化する

分散型インフラサービス



2

資源と喜び(JOY)が
循環(CYCLE)する社会を創造する

Mission

資源 喜び



日本のエネルギー自給率は

わずか11.8%

Problem

資源不足



日本のゴミ焼却炉の数は

世界で一番多い

Problem

溢れるゴミ
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人口減少の影響を受ける産廃業界

人口減少
業者の
減少

収集効率の
悪化

産廃コスト
アップ

Problem

自治体の
税収減

産廃処理場への
新規投資が困難

ゴミが
たらい回し
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産廃コストアップ・
ゴミのたらいまわし

運ばず資源化する
小型アップサイクル

プラント

運んで燃やす
大型

焼却施設

人口減少の課題を解決できる
分散型のインフラが必要



あたらしい
ゴミインフラを
提供します。



小型アップサイクルプラントの
パフォーマンスを可視化

8

コストカット
効果可視化

脱炭素
効果可視化

オペレーション
簡易化

小型IoT
センサー
搭載

ビッグ
データ
活用

×
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小型アップサイクルに特化した
国内初のデータ管理システム

特許
出願済み



サプライヤーと導入企業の
アービトラージを解決

10

プラント
サプライヤー

・開発・製造で手一杯

・DX活用経験がない

・コストカットや環境
貢献メリットを
上手く提示できない

導入企業

・コストカットしたい

・環境関連でやれること
がわからない

・オペレーションが面倒

データ
プラットフォーム

↓
・使いやすく
・ROI可視化
・環境貢献PR
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カーボンクレジットが
将来的な経済合理性を付加

排出権

企業

温室効果
ガス排出

アップ
サイクル

温室効果
ガス削減

オフセット
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クレジット価格は年々上昇
価格は5年で3倍に

円 / t-CO2
今後も上昇の

見通し



13
※日本銀行 企業向けサービス価格指数を基にGD Freak!が作成

産廃処理コストも上昇傾向
増加する経済インパクト

今後も上昇の
見通し



CF影響を極小化したビジネス展開

プラント

センサー プラント
代理店

調達

顧客顧客

商談

リース
会社

売却

支払い

支払い

メーカー
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2023年

人口減少が進む地方の病院・工場
海外への市場進出を想定

2026年 2030年

1,350億円

4,000億円

1兆円〜

工場
グローバル
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アップサイクル版Uberを世界へ

データによる
マッチング

アップサイクル
モビリティ
による
資源化

病院・工場
の

ゴミ排出

処理依頼が
楽に・安く

クレジット
自動創出



クルマは動け。

ゴミは動くな。



自社プラント・JOYCLEカー開発

18

マイルストーン

2022年

2023年

2024年

実証実験5候補案件獲得

データ取得POC開始

商品版リリース

2025年

2026年 アジア展開
Uber型アップサイクル始動



ガソリン車運搬 CO2+

ゴミを燃やす CO2+

分散型アップサイクルが脱炭素貢献
この貢献は海外の人口減少国にも波及

19

運ばない CO2-

ゴミを燃やさないCO2-
エネルギー資源化CO2-
⇒プラント稼働で少量CO2は出るが

ゴミを
燃やすだけ
の地方

分散型
アップ
サイクル

大

小

人口が減る
海外諸国へ

ゴミを
埋めるだけ

ガソリン車運搬 CO2+

ゴミを埋める CO2+
大

分散型
アップ
サイクル

運ばない CO2-

ゴミを埋めない CO2-

エネルギー資源化CO2-
⇒プラント稼働で少量CO2は出るが

小

埋立ゴミのメタンガス
を減らしたくても

大型投資ができない

＜日本＞ ＜海外＞

人口減少により
地方でごみ焼却施設
の維持ができない



JOYCLE強み

①小型アップサイクルDB特許出願済み

②越境ネットワークからの支援

③大企業がやりたがらない分野



JOYCLEは皆様と

資源と喜びが循環する

サステナブルな社会を創造します。



他者評価ご参考

22

愛知県・Station AI主催
ビジネスプランコンテスト優勝

東京都主催Tokyo Startup Gateway 
セミファイナリスト

Climate Launch Pad  
日本大会優勝

2023ジャパンモビリティショー
ピッチファイナリスト
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